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まちに活力と安全性・防災性をもたらす再開発事業

十条と共に発展する　　
　地域のランドマークに
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　十条駅西口地区市街地再開発組合（東京都北
区、戸﨑利好理事長）が建設を進めていた施設
建築物「J&TERRACE（ジェイトテラス）」
が完成した。地上階建ての超高層タワーで、
分譲マンション、商業施設、公益施設が一体と
なった「住・商・公」複合施設。基壇部は「J&
MALL（ジェイトモール）」と呼ばれ、スー

パーなどが入居し、図書室やギャラリーを併設
する北区の「Ｊ＆Ｌ（ジェイトエル）」もオー
プンした。中層部以上は約戸のレジデンス
「THE TOWER JUJO（ザ・タワー十条）」
となっている。ＪＲ埼京線十条駅側には、地域
のにぎわいを生む駅前広場や地下公共駐輪場も
整備される。設計・施工は前田建設が担当した。

　
区
が
権
利
者
の
皆
さ
ま
と
勉
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会
を
開
始

し
て
か
ら

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の
年
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が
経
過
し

よ

う
や
く
本
年

月
に
再
開
発
ビ
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え


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﹁
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
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﹂
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
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
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

　
こ
の
間

本
事
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ご
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力
い
た
だ
き
ま

し
た

関
係
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皆
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に
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
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区
切
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迎
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げ
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す


　
さ
て

北
区
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中
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条
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
木
造
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お
り
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震
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
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
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
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﹁
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
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

　
本
再
開
発
事
業
の
完
成
に
よ
り

駅
前
広

場
や
都
市
計
画
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が
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備
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と
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
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
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
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が
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る
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と
を
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し
て
お
り
ま

す


　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
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今
後

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ら
に
発
展
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け
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
﹁
に
ぎ
わ
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と
や
す
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ぎ
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で
る
ま
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十
条
﹂
に
注
目
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す


　この度、十条駅西口地区第一種市街地再開発事業の施設建築物が無事、竣工を
迎えました。年５月に解体工事に着手して以来、約４年半の工事期間を経て、
われわれが長年にわたり夢に見た再開発が具体的な形となって結実しました。こ
の間、工事に携わった前田建設工業株式会社をはじめ、再開発事業の推進に大き
な力を貸していただいた北区、東京都の行政関係者の皆さま、ほか多くの事業関
係者の皆さまに心より御礼を申し上げます。
　私たちがこの十条において再開発の必要性を訴え、活動を始めてから年近く
の月日が流れました。当地区は都心に近く非常に利便性が高いにもかかわらず、
立地にふさわしい土地の有効利用、高度利用が遅れております。また、一部で古
い木造家屋が密集しており、防災や住環境の面で課題を抱えておりました。往時
は行き交う人々でにぎわいを見せていた商店街も、核となる施設がなく、月日の
経過とともに輝きを失ってきておりました。そこで、私たちはまちづくりのテー
マとして、「人と情報の交流が地域をつなぐ」「にぎわいを生み出す」「地域の
防災対応力を強化する」「地域交通ネットワークを高める」「緑を身近に感じる」
「幅広い世代が共に暮らす」の六つを提案し、この再開発事業を進めてまいりま
した。
　計画建物には、地上５階から階のタワー部分に多くの世代が暮らせる約
戸のマンションを配し、１階から４階までの低層部分にはスーパーマーケットを
はじめとする商業施設、新しいコンセプトによる北区の公益施設「ジェイトエル」、
東京都の業務施設など、多彩な施設が設けられ、まさに地域のランドマークとい
える立派な建物が出来上がりました。
　新しい建物には、十条と共に、といった意味を込めて「J&TERRACE（ジェ
イトテラス）」と名付けました。歴史のある十条のまちに新しいマンションや商
業施設、公益施設ができ、新しい居住者と古くからの居住者、そして学生さんな
ど、十条に暮らし、働き、学ぶ人々の交流が一層促進され、十条のまちがますま
す発展していくことを祈念しております。

　街がもつ温もりや安らぎを大切にした癒しと憩いの場を目指し、地域や再開発
組合の方々と協議を重ね、携わる全ての方々の想いを形にすべくデザインコンセ
プトを「Wood & Green」と致しました。
　人々が集う仕掛けとして、街に開かれたオアシスのような空間を設けるととも
に、建物基壇部には木と緑の要素を取り入れ、格子をランダムに配置。上層部で
は市松模様のバルコニーをデザインし、和をモチーフにした親和性のあるデザイ
ンとなっています。
　取り組み当初は、事業費改善と設計効率化に主眼を置き、他社による基本設計
見直しとして、地下範囲削減、住宅および非住宅の専有面積増（約，㎡）な
どの提案を行いました。またデザインに過剰な事業費をかけない検討を進め、既
製品の組合せと建築の構成整理を軸とし、華美な装飾を行わずにデザインを解い
た建物と致しました。
　再開発事業は街をつくるという責務のある事業となります。本計画では当社単
独での特定業務代行者として設計施工での選任を頂き、強い使命感をもって本事
業に取り組んで参りました。街に暮らす皆さま、訪れる人々の出会いと安らぎの
場として、これから皆さまに愛されるランドマークとなることを心から願ってお
ります。

人々が集う「Wood & Green」の空間



　十条駅西口地区第一種市街地再開発事業

工　事　概　要

　施工のポイント　　　　敷地内に搬入路を造成　安全な動線を確保

に
ぎ
わ
い
と
緑
豊
か
な
空
間
を
創
出

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１２月１６日　（月曜日）

■工　事　名　称／十条駅西口地区第一種市街地再開発事業
施設建築物

■工　事　場　所／東京都北区上十条２－
■発　注　者／十条駅西口地区市街地再開発組合
■参加組合員／東急不動産株式会社、

日鉄興和不動産株式会社
■設　計　監　理／前田建設工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　工／前田建設工業株式会社東京建築支店
■敷　地　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■構　　　造／【住宅棟】ＲＣ一部Ｓ造

【商業棟】Ｓ造
■階　　　数／【住宅棟】地下２階地上階塔屋２階

【商業棟】地下１階地上４階
■工　　　期／年３月日～年月日
　　　写真（THE TOWER JUJO・空撮）、地図提供

／十条駅西口地区市街地再開発組合 ５階ゲストルーム ５階ワークラウンジ ５階フォレストパーク

５階ウェルカムラウンジ エントランス階スカイラウンジ

THE TOWER JUJO

３階ラウンジ

東京都北区　ジェイトエル

３階ギャラリー・クリエイティブルーム

４階ホール

石山統括所長

　
本
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
地
下
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場
と
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前
広

場
を
建
設
す
る
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共
土
木
工
事
と
の
並

行
作
業
と
な
り

敷
地
い

ぱ
い
の
建

物
配
置

十
条
駅
や
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切
と
の
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接


歩
行
者
・
車
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多
さ
な
ど

多
く
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を
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え
て
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
こ
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
当
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さ

ま
ざ
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工
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を
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し
た


　
ま
ず
資
機
材
の
搬
出
入
で
は

安
全

に
行
う
た
め
住
宅
棟
の
内
部
に
一
方
通

行
の
大
型
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の
動
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を
設
け
ま
し

た
緻
密
な
資
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搬
入
計
画
を
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

必
要
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を
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要
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と
き
に
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要
な
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け
搬
入
す
る
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
ス
ト
イ
ン
タ
イ

ム
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掛
け
資
材
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
ド
を
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保

す
る
と
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
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場
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隅
々
ま
で
管

理
が
行
き
届
く
よ
う
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理
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頓
を
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し
品
質
不
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合
の
未
然
防
止
に
も
努
め

ま
し
た

ま
た

作
業
通
路
へ
の
資
材

仮
置
き
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を
徹
底
し

作
業
員
が
安

全
に
通
行
で
き
る
環
境
を
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え
ま
し

た

こ
う
し
た
安
全
性
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保
策
に
よ


て
延
べ
労
働
約
１
７
５
万
時
間

休
業

災
害
ゼ
ロ
を
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成
し
ま
し
た


　
仮
設
工
事
で
は

昇
降
階
段
付
き
ユ

ニ

ト
連
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足
場
を
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し

外
装
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工
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
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体
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
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
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
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
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

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
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
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

　
再
開
発
事
業
に
よ

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行
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
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業
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は
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後
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
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ま

な
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
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が
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す

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
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携
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
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さ
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た
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発
組

合

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の
方
々

工
事
関
係
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協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

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石
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勝
俊搬入路（前田建設提供）


